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Ｐ ２　決算審査「性質別から見た　　　　　　　の使い道は」

Ｐ ９　今後２年間の人事が決定

Ｐ11　町政について

Ｐ13　（株）まさきばたけの方に聞きました

１３６億円１３６億円

３人が一般質問３人が一般質問



義
務
的
経
費
47.9%

決算審査

※１万円未満は切り捨て
　て表示しているため、
　合計が一致しない場合
　があります。

　歳出合計は、９億 7645万円（７.７％）増に。
　義務的経費は５億 5850万円（９.３％）増、投資的経費は１億 1294万円（８.３％）
増、その他の経費は３億 500万円（５.７％）増に。
　それぞれの増減の主なものは、義務的経費の扶助費は、物価高騰対策として支給した
住民税非課税世帯等臨時特別給付金の減額があったけど、定額減税補足給付金の支給と、
教育・保育給付や児童手当等などの増額により、３億 3642万円（11.7％）増に。
　投資的経費の普通建設事業費は、白鶴保育所の改築工事の事業完了などがあったけど、
旧松前幼稚園の幼稚園型認定こども園への移行のための施設整備、筒井地区の雨水対策
工事や江川住宅外壁改修工事の増額などにより、１億 1294万円（８.３％）増に。
　その他の経費の投資及び出資金・貸付金は、公営企業が実施する浄水場施設整備に対
する出資金の増額により、４億 6570万円（360.７％）増になったよ。

　財政力指数とは、行政サービスに必要な支出に対して、町が自前でまかなえる町税な
どの収入の割合（過去３年間の平均）のこと。数値が高いほど財源に余裕があるんだ。
前年度と比べ下がっているけど心配ないね。

令和５年度決算と比較して
変わったところは？

あれっ？去年と違って左上の表の財政指標って？

「財政力指数」について教えて。

財政指標は、決算の数値から町の財政状況を測る「ものさし」のようなものなんだ。

財政指標
性質別決算

財政力指数

経常収支比率

将来負担比率

（　）内は令和５年度の数値

実質公債費比率

０.６８０
（０.６９６）

９２.２%
（８６.９％）

９.８%
（９.６％）

７１.３%
（７１.５％）

一般会計 歳出決算額 の使い道は136億円
令和６年度

維持補修費 0.6%
8164 万円

積立金 2.6%
3億 5883 万円

そ
の
他
の
経
費
4
1
.3
%

投資的経費10.8%

人件費 16.4%
22億 3424 万円

公債費
8.1%
11億
 944 万円

普通建設
事業費
10.8%

14億 6888 万円

補助費等
13.2%

18億 918 万円

繰出金
9.5%

12億 9879 万円
扶助費 23.4%
32億 126 万円

物件費
11.0%

14億 9574 万円

投資及び
出資金・貸付金 4.4%
5億 9480 万円
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決算審査

　経常収支比率とは、町税など、毎年決まって入ってくる収入の中から、義務的経費や
公共施設の維持管理経費など毎年固定的に支払わなければならない経費の割合のこと。
全国的に財政が厳しいため、90％を超える自治体も多いようなんだ。
　実質公債費比率とは、町の収入に対する負債返済の割合（過去３年間の平均）のこと。
前年度と比べ上がっているけど、18％以上だと新たな借金をするためには国の許可が必
要ということから、これも心配ないね。
　将来負担比率とは、貯金や見込まれている収入に対し、将来負担する借入金の残高な
どの割合のこと。市町の早期健全化（イエローカード）の基準は 350％なので、これも
心配ないね。

他のも教えて。

すべての
決算は？

右表の
とおりよ。

監査委員からの審査報告と提言

※水道事業会計・下水道事業会計ともに、資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、当年度消費税などで補てんしています。

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

保　険　事　業

　介護サービス事業

水道事業会計

下水道事業会計

歳　入

歳　入

歳　入

歳　入

歳　入

収益的収入

資本的収入

収益的収入

資本的収入

142億 1821 万円

31億 8669 万円

5億 7038 万円

31億   973 万円

2151 万円

5億 8997 万円

22億 1783 万円

4億 9474 万円

3億 3385 万円

歳　出

歳　出

歳　出

歳　出

歳　出

収益的支出

資本的支出

収益的支出

資本的支出

136億 5284 万円

30億 7425 万円

5億 5316 万円

30億 3801 万円

2047万円

4億 1940 万円

23億 9994 万円

3億 9282 万円

5億 7609 万円

令和６年度歳入歳出決算

〇　一般会計
　　主要な財政諸指標は良好な状態
　１　社会保障関係費は今後も増加することが見込まれるので、全国の類似団体の状況なども踏まえ、適正な範囲の
　　維持を。
　２　納税の公平性を確保するため納税者の推移や動向を分析し、より効果的な徴収方法の見直しや今後予想される
　　納税者数の減少にも目を向け、徴収率改善のための新たな方策の検討を。
　３　これまで行ってきた経費節減に加え、DX を更に推進し、各部署の業務を横断的に見直すことで無駄をなくし、
　　職員の負担軽減と業務効率の向上を。
　４　事務事業シートにある課題を単なる現状分析に留めず、未来志向の視点で活用し、そこから導き出される新た
　　な改革案の実行を積極的に。
〇　水道事業会計
　１　最適規模の施設による効率的な運営を目指し、長期的な計画に基づいた安定的な経営を。
　２　給水人口の減少など、収益的に厳しい状況が予想されるため、経常経費の削減や徴収率向上など経営改善に向
　　けた取組を。
　３　令和７年度から水道料金の改定が行われているが、今後の経営改善状況の分析をしっかりと。
　４　経営戦略の基本方針に基づいた計画的な経営の実行と経営環境の変化に対する質の高い見直しにより、将来に
　　わたっての安定的な事業継続を。
〇　下水道事業会計
　１　収益の基盤である下水道使用料を着実に徴収できるよう整備済区域における未接続世帯の早期接続の促進を図
　　り、より適切な運営に向けての経営努力を。
　２　収益的収支には一般会計が負担する経費が含まれており、今後も、適正な経費負担区分を前提とした独立採算
　　の原則に立ち、経営の健全化を。
　３　企業債の現在高は減少してきているが、今後も動向に注意しながら運営を。
　４　経営戦略の基本方針に基づいた事業推進に努め、決算分析や社会状況の変化を捉えた事後検証を行うことで、　
　　将来にわたっての安定的な事業継続を。
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問 伊予鉄 IC い～カードは終了するが
代わりは。

答　JR 西日本の IC カード乗車券のイコ
カを加えられるよう、現在、調整中。

問　業務効率化の成果は。
答 パッケージソフト購入費やデータ
入力時間が削減された。　　　　
粗大ごみの電子申請が 435 件あ
り、住民の申請作業の省略にも効
果があった。

問　地震後から比べると申請数が減少
傾向にあるが、啓発は。

答 通学路のブロック塀など危険箇所
への啓発は集中して取り組む。

問　補助金の執行率 93％の理由と今
後の農業支援策の展開は。

答 申請者が見込みより少なかったこ
とと、農業法人が事業を中止した
ため。　　　　　　　　　　　　
今後は国や県だけでなく町単独で
の支援策を検討。

運転免許自主返納支援

農地集積集約化

ブロック塀等耐震化

DX推進

予算決算
事業成果を
チェック❶

今
後
、
考
え
て
い
く
べ
き
こ
と
は

委員会ニュース

令和６年度決算審査令和６年度決算審査令和６年度決算審査

問　遊具の維持管理は。
答　誰もが安心して利用できるよう引
き続き維持管理を行う。

問　住民意見の反映は。
答　義農公園は、住民や子どもたちの
アンケートを基に整備予定。

問　地域からの要望は。
答　毎年、要望調査を行い交通安全指導
員と職員が現地確認。５年に１回全
数点検し、危険なものは取り替える。

カーブミラーの整備、
更新

公園管理

※イメージ図
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委員会ニュース

•不登校児童生徒支援員とは　
　学校に配置され、不登校の子どもたちを
　サポートする専門職

•学校生活支援員とは　
　サポートが必要な児童生徒の介助や学習支援、
　安全確保などを行う職員

問　松前中学校に配置された成果は。
答 利用生徒が当初１名から年度末には 10 名に増加。　　　　　　　　　　　　
サポートルームが安心できる場所となり普通教室に復帰した事例あり。

問　専門性の集中した「相談センター」が必要ではないか。
答 旧古城幼稚園を活用して、仮称「教育支援センター」の設置を検討している。
将来的には、不登校支援を一元的に行える施設を目指したい。

問　学校生活支援員の支援時間が増加しているが、支援員の増員は。
答 採用枠は満たしており、支援員の業務は学校内で状況を調整しながら対応して
いる。

•スクールサポートスタッフとは
　教員の事務作業や準備業務をサポートする職員

•今年度、新しい端末に更新

問　増員の予定は。
答 町で２名、県費配置の学校補助員を含めると各校１名配置できているので増員
の予定はない。

不登校児童生徒支援

学校をサポート

予算決算
事業成果を
チェック❷

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
学
校
教
育
の
充
実
へ

問　教職員の研修は。
答　タブレット更新と合わせて研修や
講習を行い、個人の習熟度に応じ
たサポートを継続していく。

問　参加人数が数ないのでは。
答　アンケート結果の分析を強化し、
町民の要望を把握して、今後の大
会に活かしたい。

人権の町づくり大会 GIGAスクール
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委員会ニュース

問 避難計画策定を委託する考えは。
答　対象者の状況を詳しく知る居宅介護支援事業者のケアマネージャーや、障害の
相談支援事業所に委託して計画策定の準備を進めている。

個別避難計画 予算決算
事業成果を
チェック❸

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り

問 それぞれの地域課題をどのように計画に反
映していくのか。

答　地域課題の解決には社会福祉協議会の取組
との連携も重要となる。計画では、行政、
地域、社会福祉協議会、関係団体等が連携
し地域を支える仕組みや取組を示すことに
なる。

地域福祉計画

問　民間委託により人員不足解消と長期休暇
中の対応はできたのか。

答　人員不足解消ができ、すべての部屋を開
放できている。　　　　　　　　　　　
利用児童数は増加傾向にあり、今後は施
設確保が課題。　　　　　　　　　　　
長期休暇中のみの預かりについては、シ
フトの関係等から実施できていないが、
実施に向けて検討中である。

問　人材派遣会社への紹介手数料
は。

答　登録の保育士に町が直接交渉
を行うことができ、採用が決
まるとフルタイム保育士は 33
万円、パートタイム保育士は
16 万５千円を手数料として業
者に支払う。

保育士確保に向けて 放課後児童クラブ

慎
重
に
審
査
し
、

令
和
６
年
度
の

決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

問 浄水場が完成すると、運転管理委
託料や動力費の見込み額は。

答　管理施設の追加や物価上昇などに
より年平均約 2500 万円の増加。
動力費も増加の見込み。

水道事業

問 処理場の老朽化対策は。
答　供用開始から 20 年以上経過し、耐用年数
年を迎えているため、計画的に更新を行う。

下水道事業
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•町内の空家を全戸調査して
　データベース化

委員会ニュース

問 交付金の活用は。
答　該当する交付金がないため、町債
にした。

問　見込み額に対する経費の割合が高
いが、内訳は。

答 広告、委託料、サイト使用料など
があり、HP の管理、返礼品協力
事業者との調整などが含まれる。

松前幼稚園整備 ふるさと納税

予算決算
補正予算を
チェック

生
き
る
喜
び　

あ
ふ
れ
る　

町
づ
く
り
へ

4978 万円

問　建設支援の補助割合は。
答 補助は、国が 2 分の１、県が 10
分の１、市町が 10 分の１。市町
の補助は受益地域 13 市町の利用
率按分により算定。

愛媛野菜広域集出荷
施設支援

907万円

4700万円

問 第２子以降も対象か。　　　　　
今後の増減の見通しは。

答　第二子以降も対象。年齢要件が撤
廃されたが予算内の見込み。

出産世帯奨学金返還支援
466万円

問 データベース化の完了時期は。
答　今年度末の予定。
意見　危険空家の除去を早急に。

空家対策 393 万円

その他の補正予算

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計　保険事業

393万円

431万円

7171万円

令和７年度一般会計補正予算（4 回目）令和７年度一般会計補正予算（4 回目）令和７年度一般会計補正予算（4 回目）
2 億 958万円を増額

園舎
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町議会議員研修会に参加しました

委員会ニュース

問 ポスターの掲示場数 63箇所であるが、予備を作成した場合の取り扱いは。
答　63枚までは公費負担として交付、掲示場数を超える枚数分は自己負担になる。

意見　今後も保育士に対するきめ細かな対応や勤務体制に応じた手当を検討しては。

選挙時の公費負担額の一部変更

町
民
の
暮
ら
し
に

  

よ
り
そ
っ
た
改
正
を

問　土曜日利用園児数の増加は。
答　園児数の 20～ 30％と見込んでいる。
問　保育士への負担が大きくなるのでは。
答　シフト等の割振りを工夫すれば、現在の保育士と
来年度採用の保育士で土曜日の一日保育は実施可
能と判断している。

町立保育所の土曜日一日保育の実施

そ
の
他
の
議
案

・
執
行
機
関
の
附
属
機
関
設
置
条
例
の

一
部
改
正

・
伊
予
地
区
ご
み
処
理
施
設
管
理
組
合

の
共
同
処
理
す
る
事
務
及
び
伊
予
地

区
ご
み
処
理
施
設
管
理
組
合
規
約
の

変
更

・
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

・
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

総務産業
建　　設
文教厚生

条例改正の要点

・選挙運動用ビラの作成費用
　1枚あたり 7.73 円→8.38 円

・選挙運動用ポスターの作成費用
　1枚あたりの限度額 5562円→5607円

専決処分の承認

定額減税補足給付金の給付対象者が
当初の見込みを上回るため

令和 7年 8月 8日

講演：議会が行うべき予算・決算審議について
　　　自治体議員のコンプライアンス

審議するときのポイントや議員に求められるコンプライ
アンスについて再確認する機会となりました。

3321 万円増額

一般会計補正予算（３回目）

人　事
人権擁護委員 矢野澄江さん（筒井）
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就任あいさつ・人事

議
長
・
副
議
長
の
あ
い
さ
つ

議
長
・
副
議
長
の
あ
い
さ
つ

議　

長　

住
田　

英
次

副
議
長　

曽
我
部　

秀
司

　

こ
の
度
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
を
賜
り
、
再
び
議

長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

改
め
て
そ
の
職
責
の
重
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

前
任
期
中
は
、
皆
様
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
に
よ
り
、

議
会
が
円
滑
に
運
営
で
き

ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き

続
き
、
議
会
が
町
民
の
皆

様
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な

存
在
と
な
り
、
信
頼
さ
れ

る
議
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
本
町
が
さ
ら
に

発
展
す
る
よ
う
、
議
員
一

同
、
よ
り
一
層
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
私
の
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
議
員
各
位
の

ご
支
持
に
よ
り
副
議
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

上
な
い
光
栄
で
あ
る
と
と

も
に
、
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
議
長
の
も
と
、

町
民
目
線
を
忘
れ
ず
、
町

民
の
皆
様
の
期
待
に
し
っ

か
り
と
応
え
る
議
会
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
更
な
る
議
会
改
革

と
議
会
の
活
性
化
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

14人の新人事が決まる14人の新人事が決まる

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

一
部
事
務
組
合

伊
予
市
松
前
町
共
立
衛
生
組
合
議
会

伊
予
地
区
ご
み
処
理
施
設
管
理
組
合
議
会

伊
予
市
・
伊
予
郡

養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

伊
予
消
防
等
事
務
組
合
議
会

委
員
長　

田
中　

周
作

副
委
員
長　

村
井
慶
太
郎

議
長
を
除
く
全
議
員

委
員
長　

加
藤　

博
德

副
委
員
長　

渡
部　

惠
美

委　
　

員　

藤
岡　
　

緑

委　
　

員　

稲
田　

輝
宏

委　
　

員　

田
中　

周
作

委　
　

員　

曽
我
部
秀
司

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

渡
部　

惠
美

副
委
員
長　

池
田　

幸
子

委　
　

員　

加
藤　

博
德

委　
　

員　

影
岡　

俊
範

委　
　

員　

曽
我
部
秀
司

委　
　

員　

池
内　

邦
仁

委　
　

員　

重
松　

知
之

藤
岡　
　

緑

渡
部　

惠
美

西
村　

元
一

池
田　

幸
子

影
岡　

俊
範

曽
我
部
秀
司

重
松　

知
之

稲
田　

輝
宏

城
村
ト
キ
子

田
中　

周
作

加
藤　

博
德

村
井
慶
太
郎

池
内　

邦
仁

　

村
井
慶
太
郎

　

住
田　

英
次

　

西
村　

元
一

　

池
田　

幸
子

委
員
長

　

稲
田　

輝
宏

副
委
員
長

　

重
松　

知
之

委
員
長

　

藤
岡　
　

緑

副
委
員
長

　

池
内　

邦
仁

委　
　

員

　

加
藤　

博
德

委　
　

員

　

影
岡　

俊
範

　

城
村
ト
キ
子

　

田
中　

周
作

　

曽
我
部
秀
司

　

渡
部　

惠
美

議
会
運
営
委
員
会
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町議会のしくみとながれ

町議会のしくみとながれ

議
会
の
し
く
み
は
？

ど
ん
な

常
任
委
員
会
が
？

そ
の
他
、

話
し
合
う

　
　

場
は
？

定
例
会
の
流
れ
は
？

本
会
議
は

　
　

い
つ
？

本
議
会

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

議
員
全
員
協
議
会

定
例
会

臨
時
会

文
教
厚
生

予
算
決
算

議
会
広
報

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

議
長

副
議
長

議
員

議
案
等
を
詳
し
く
調
査
・

審
査
し
、
議
案
に
対
す
る

態
度
（
賛
成
・
反
対
）
を

決
定
す
る
。

町
の
基
本
計
画
や
産
業
、
道

路
・
下
水
道
や
河
川
な
ど
の

整
備
に
つ
い
て

執
行
機
関
が
重
要
な

案
件
を
あ
ら
か
じ
め

説
明
す
る
場
や
、
意

見
交
換
の
場
な
ど
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。

○
町
長
や
議
員
が
議
案

　

を
提
案
す
る
。

○
議
案
の
内
容
を
説
明

　

す
る
。

○
議
案
に
つ
い
て
質
問

　

す
る
（
質
疑
）。

○
委
員
会
で
話
し
合
っ
た

　

内
容
を
報
告
す
る
。

○
賛
成
ま
た
は
反
対
の
意

　

見
を
述
べ
る
（
討
論
）。

○
町
議
会
と
し
て
賛
成
か

　

反
対
か
を
決
め
る
（
採

　

決
）。

○
議
案
に
つ
い
て

　

さ
ら
に
詳
し
く

　

審
査
す
る
。

毎
年
、
３
・
６
・
９
・

月
の
年
４
回
開
催

定
例
会
以
外
に
必
要
な

場
合
に
開
催

医
療
、
福
祉
、
教
育
と
い
っ

た
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
　
（
議
長
を
除
く
全
議
員
）

町
の
お
金
の
使
い
方
（
予
算
・

決
算
）
に
つ
い
て

「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
に

つ
い
て

※
総
務
産
業
建
設
、
文
教
厚
生
、

　

予
算
決
算
、
こ
の
３
つ
の
常

　

任
委
員
会
は
、
本
会
議
か
ら

　

付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査

　

を
す
る
。

議
会
運
営
を
行
う
た
め
の

調
整
を
し
た
り
、
議
会
運

営
上
、
重
要
な
事
項
に
つ

い
て
協
議
し
た
り
す
る
。

必
要
が
あ
る
場
合
、
議
会

の
議
決
を
経
て
特
別
に
設

置
し
、
付
議
さ
れ
た
議
案

等
を
審
査
す
る
。

（
７
人
）

（
７
人
）

（
７
人
）

※本会議では、行政全般について
　一般質問をする場もある。

本議会委員会本会議

12
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一般質問

※すべての質問を掲載しているわけではありません。
詳しく知りたい方は、QRコードを読み取り、録画中継をご覧ください。

一般質問

災
害
は
季
節
を
問
わ
ず
、
い
つ
発

生
す
る
か
予
測
が
困
難
。
近
年
の
気

候
変
動
の
影
響
で
、
防
寒
対
策
だ
け

で
な
く
酷
暑
対
策
も
必
要
で
は
。

町
は
指
定
避
難
所
の
酷
暑
対
策
と

し
て
、
体
育
館
施
設
に
早
期
の
空
調

整
備
を
検
討
し
て
い
る
。
電
気
式
か

ガ
ス
式
か
な
ど
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
と
災
害
体
制
の
両
面
か
ら
慎
重
に

比
較
検
討
を
行
い
、
必
要
な
財
源
確

保
と
あ
わ
せ
て
整
備
を
進
め
る
考
え

だ
。空

調
の
導
入
は
災
害
時
の
避
難
環

境
の
向
上
だ
け
で
な
く
夏
季
の
部
活

動
、
学
校
行
事
の
継
続
的
な
実
施
や

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
場
所
と
し
て

の
利
活
用
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
。

体
育
館
の
空
調
設
備
導
入
は
大
い
に

期
待
す
る
が
、
コ
ス
ト
も
か
か
る
の

で
、
小
中
学
校
等
優
先
順
位
を
付
け

て
段
階
的
整
備
を
。

酷
暑
期
の
環
境
整
備
や
運
営

体
制
も
必
要
と
考
え
る

　
避
難
所
運
営
の
整
備
は
ハ
ー
ド
面
の

み
な
ら
ず
ソ
フ
ト
面
も
重
要
で
は
。

　
熱
中
症
リ
ス
ク
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確

保
、
生
活
衛
生
、
食
事
提
供
体
制
な
ど

現
在
策
定
し
て
い
る
「
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
中
で
、
夏
季
・
冬
季
の

対
応
方
針
を
明
確
に
し
て
い
く
考
え

だ
。

　
災
害
発
生
時
の
避
難
は
、
原
則
徒
歩

だ
が
、
避
難
要
配
慮
者
の
移
動
や
待
機

時
の
安
全
確
保
の
た
め
、
車
の
使
用
に

関
す
る
ル
ー
ル
も
今
後
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
福
祉
避
難
所
や
在
宅
避
難

者
支
援
体
制
強
化
に
も
取
り
組
む
。

避
難
所
の
酷
暑
対
策
は藤岡　緑

議員

館内温度33℃、個別テント内はもっと暑い。
（9/7 北伊予小 体育館での訓練）
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一般質問

「
松
前
町
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
設
立

の
会
」
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た

が
そ
の
対
応
は
。

子
ど
も
議
会
に
端
を
発
し
た
も
の

で
あ
り
、
若
い
世
代
の
声
が
ま
ち
づ

く
り
に
反
映
さ
れ
る
象
徴
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
捉
え
、
ま
ず
は

検
討
会
を
立
ち
上
げ
る
。
民
間
企
業

と
の
協
働
を
視
野
に
持
続
可
能
な
運

営
モ
デ
ル
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
具
体
的
な
検
討
の
進
捗
は
。

　
　
現
在
、
施
設
に
必
要
な
機
能
、
国

の
補
助
制
度
、
他
自
治
体
に
お
け
る

類
似
施
設
の
先
進
事
例
等
の
情
報
収

集
に
努
め
て
い
る
。
整
備
に
向
け
て

は
、
検
討
す
べ
き
課
題
も
多
い
こ
と

か
ら
既
存
施
設
を
改
修
す
る
か
、
新

た
に
建
設
す
る
か
も
含
め
、
段
階
的

に
実
現
可
能
性
の
高
い
整
備
計
画
を

策
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ホ
ッ
ケ
ー
公
園
は
、
町
の
指
定
避

難
所
で
も
あ
る
の
で
引
き
続
き
、ホ
ッ

ケ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
本
町
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
と
地
域
防
災
力
の
強
化

を
両
立
で
き
る
よ
う
、
着
実
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

一
歩
一
歩
真
摯
に
、
そ
し
て
着
実

な
取
組
を
。

ホ
ッ
ケ
ー
公
園
体
育
館
の

新
設
検
討
は

新
設
か
改
修
か
、
情
報
収
集
中

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
の
整
備
は

整
備
に
向
け
た
検
討
に
着
手

　
　
業
務
改
善
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
は
、
専
門
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
知
識
が
な
く
て

も
、
職
員
自
身
が
現
場
の
業
務
に
即

し
た
ア
プ
リ
を
自
ら
作
成
・
運
用
で

き
る
仕
組
み
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
現

場
主
導
で
推
進
す
る
有
効
な
手
段
で

あ
る
。

　
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
・

更
新
予
約
管
理

　
②
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
関
す
る
記

録
・
管
理

　
③
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
点
検
業
務
の
報

告
・
共
有

な
ど
、
複
数
の
業
務
に
お
い
て「
キ
ン

ト
ー
ン
」を
活
用
し
、事
務
の
効
率
化
・

迅
速
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ノ
ー
コ
ー
ド
ア
プ
リ
に
よ
る

業
務
改
善
は

自
転
車
の
道
交
法
改
正
の
対
応
は
。

来
年
４
月
よ
り
青
切
符
制
度
導
入

に
向
け
た
講
話
を
、
今
年
度
７
月
に

伊
予
警
察
署
署
員
が
行
う
な
ど
新
制

度
の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
小
中
学
校
生
を
中
心

に
交
通
安
全
教
育
に
取
り
組
ん
で
き

た
。広
報
ま
さ
き
、S
N
S
等
を
通
じ
、

幅
広
い
世
代
に
交
通
安
全
意
識
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

道
交
法
改
正
に
伴
う
小
中
学

校
生
へ
の
交
通
教
育
は

現
場
主
導
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

自
転
車
の
正
し
い
利
用
や
危
険

な
行
為
の
認
識
を
啓
発
・
強
化

業
務
に
精
通
し
た
職
員
と
、
ア
プ
リ

作
成
に
意
欲
を
持
つ
職
員
が
、
部
署

を
超
え
て
協
働
す
る
こ
と
で
、
全
庁

職
員
が
業
務
改
善
へ
の
意
欲
を
醸
成

す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

影岡 俊範
議員

池内 邦仁
議員
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インタビュー

・
自
分
が
試
行
錯
誤
し
て
選
ん
だ
品
目

や
育
て
方
が
う
ま
く
い
っ
て
、
お
い

し
い
作
物
が
た
く
さ
ん
採
れ
た
と
き

・
自
然
と
人
と
命
の
繋
が
り
を
実
感
で

き
る

・
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
り

毎
日
作
物
の
成
長
を
観
察
し
た
り
す

る
こ
と
で
日
々
新
し
い
学
び
や
発
見

が
あ
る

・
一
人
で
は
大
変
な
作
業
も
チ
ー
ム
で

力
を
合
わ
せ
て
達
成
で
き
た
と
き

・
地
域
の
方
か
ら
「
頑
張
っ
て
る
ね
！
」

と
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
感
じ
ら
れ
る

・
大
変
な
こ
と
も
多
い
け
れ
ど
お
客
さ

ま
の
「
美
味
し
か
っ
た
よ
」
な
ど
直

接
顔
を
見
て
話
し
な
が
ら
販
売
で
き

る
の
で
頑
張
れ
る

・
年
々
温
暖
化
が
進
み
、
同
じ
野
菜
で

も
作
り
方
に
工
夫
が
必
要
で
難
し
い

・
小
さ
い
圃
場
が
点
在
し
て
い
る
た
め
、

な
か
な
か
仕
事
効
率
が
上
が
ら
な
い

・
体
力
が
必
要
（
特
に
近
年
の
暑
さ
）

・
気
候
変
動
で
毎
年
同
じ
や
り
方
で
は

通
用
し
な
い

・
海
辺
の
整
備
が
進
ん
で
海
の
活
用
が

も
っ
と
で
き
れ
ば
外
か
ら
も
人
を
呼

べ
る
の
で
は

・
こ
れ
と
い
っ
た
特
産
や
遊
び
場
が
少

な
い

・
農
免
道
路
は
車
が
飛
ば
し
す
ぎ
る
の

で
危
な
い
、
横
断
歩
道
が
あ
る
と
良

い
・
平
地
で
災
害
も
少
な
く
、
人
／
商
業

施
設
／
自
然
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
と

て
も
住
み
や
す
い

・
ど
こ
行
く
に
も
近
く
利
便
性
が
高
く

立
地
が
最
高
（
中
核
市
の
松
山
に
も

隣
接
／
空
港
や
高
速
も
近
い
）

・
地
下
水
に
恵
ま
れ
、
お
い
し
い
野
菜

が
作
れ
る

農
業
に
お
け
る

仕
事
の
や
り
が
い
は

苦
労
や
悩
み
は

松
前
町
の
よ
い
と
こ
ろ
は

松
前
町
の
問
題
点
は

今
年
の
新
米
は
最
高
に
お
い
し
い
‼

農
業
の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
、

担
い
手
不
足
に
ス
ト
ッ
プ
を
。

（株）まさきばたけ
の方に聞きました

松浦こずえさん

門屋沙和さん

小林裕之さん

・
今
後
、
農
業
人
口
は
さ
ら
に
減
少
し
、

限
ら
れ
た
人
材
で
農
地
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に

も
効
率
的
な
農
地
集
約
は
必
須

　
現
実
的
に
は
非
常
に
時
間
が
か
か
る

た
め
、
一
日
で
も
早
く
少
し
ず
つ
で

も
良
い
の
で
農
地
集
約
に
向
け
て
動

い
て
ほ
し
い

・
環
境
が
い
い
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が

「
遊
び
」
と
「
学
び
」
を
一
緒
に
で

き
る
よ
う
な
場
所
を
増
や
し
て
ほ
し

い
（
親
子
で
畑
を
気
軽
に
始
め
ら
れ

る
場
所
／
図
書
館
の
蔵
書
を
充
実
さ

せ
る
／
遊
び
な
が
ら
学
び
を
深
め
ら

れ
る
場
所
や
機
会
）

議
会
に
望
む
こ
と
は

（株）まさきばたけのみなさんに農業のことや
町のことなどを聞いてみました。
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町民の声ほか

　
こ
の
意
見
を
契
機
に
、７
月
23
日
「
松

前
町
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
設
立

の
会
」
が
、ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
な
ど
の

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
の
施
設
整
備
を

求
め
る
要
望
書
を

議
会
に
提
出
。

　
８
月
４
日
、
議

長
は
そ
の
要
望
書

を
町
長
に
提
出
。

　
町
長
は
９
月
定

例
会
で
、
本
年
度

か
ら
整
備
に
向
け
た
検
討
に
着
手
す
る

と
表
明
。

　
こ
の
よ
う
な
流
れ
で
、
現
在
、
検
討

中
で
す
。

記

後

集

編

次号議会だよりの掲載の締切りは 11月末です。
300字程度で必ず名前・住所・連絡先・
ペンネーム（希望する場合）をお書きください。
（投書多数の場合は、広報委員会で決定）

メールは、町のホームページからタイトルに「町民の声」
と入力の上「議会事務局」へお送りください。

議
会
に
期
待
す
る
こ
と

北
伊
予
の
一
町
民

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、正
副
議
長
、

各
委
員
会
の
改
選
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か

ら
２
年
間
、
松
前
町
の
た
め
、
思
い
も

新
た
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
議
会
広
報
常
任
委
員
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
渡
部
惠
美
で
す
。

　
議
会
事
務
局
に
は
、
議
会
広
報
モ
ニ

タ
ー
の
方
々
か
ら
「
議
会
だ
よ
り
」
へ

の
ご
意
見
が
届
き
ま
す
。
そ
れ
ら
一
つ

ひ
と
つ
が
励
み
と
な
り
紙
面
づ
く
り
に

活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
重
ね
、
町
議

会
、
そ
し
て
町
政
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
日
も
ま
た
、
松
前
町
の
旬
の
話
題

を
求
め
カ
メ
ラ
を
片
手
に
広
報
委
員
が

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
渡
部　
惠
美
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
専
用

パ
ー
ク
の
設
置
は
？

12 月15日（月）
12月9日（火）～22日（月）

委
員
長

渡
部　
惠
美

副
委
員
長　
　
池
田　
幸
子

委　
　
員　

加
藤　
博
德

委　
　
員　
　
影
岡　
俊
範

委　
　
員　
　
曽
我
部
秀
司

委　
　
員　
　
池
内　
邦
仁

委　
　
員　
　
重
松　
知
之

昨
夏
開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
議
会
」
で

子
ど
も
か
ら
「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
専
用

パ
ー
ク
の
設
置
は
？
」
と
い
う
質
問
。

　
あ
る
日
の
朝
刊
を
広
げ
る
と
、一
面
ト
ッ

プ
で「
松
前
町
ア
リ
ー
ナ
計
画
」と
い
う
文

字
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
記
事
に
よ

る
と
、
昨
夏
開
催
の
「
子
ど
も
議
会
」で
の

意
見
を
き
っ
か
け
に
今
年
７
月
、
住
民
団

体
「
松
前
町
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

設
立
の
会
」が
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
自

転
車
Ｂ
Ｍ
Ｘ
と
い
っ
た
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
の
施
設
整
備
を
求
め
る
要
望
書
を
町
議

会
に
提
出
。
議
会
か
ら
の
通
達
を
踏
ま
え
、

田
中
町
長
は
９
月
定
例
町
議
会
で
、
本
年

度
か
ら
整
備
に
向
け
た
検
討
に
着
手
す
る

と
表
明
し
て
い
た
と
の
こ
と
。
子
ど
も
か

ら
住
民
団
体
へ
、
そ
し
て
議
会
へ
、
さ
ら

に
は
町
長
へ
と
ひ
と
つ
の
想
い
が
繋
が
っ

た
こ
と
を
素
晴
ら
し
く
思
い
ま
す
。
き
っ

か
け
は「
子
ど
も
議
会
」。
町
民
の
声
を
丁

寧
に
す
く
い
上
げ
た
「
議
会
の
力
」の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
い
ろ
い

ろ
な
シ
ー
ン
で「
議
会
の
力
」
を
発
揮
し
て

頂
く
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
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